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(57)【要約】
ウェアラブルデバイスにワイヤレスにリンクされている
モバイル局は、ウェアラブルデバイスからロケーション
セッションを開始することを求める要求を受信し、例え
ば、それは、緊急呼の形式でありうる。モバイル局は、
例えば、ウェアラブルデバイスがモバイル局に近接して
いるかどうかを決定することによって、モバイル局のロ
ケーションがウェアラブルデバイスのロケーションとし
て使用されうるかどうかを決定する。例えば、モバイル
局は、モバイル局がワイヤレスパーソナルエリアネット
ワーク（ＷＰＡＮ）を通じてウェアラブルデバイスにワ
イヤレスにリンクされているかどうかを確かめるために
チェックしうる。モバイル局は、ロケーションサーバと
のウェアラブルデバイスのためのロケーションセッショ
ンを開始する。モバイル局のロケーションがウェアラブ
ルデバイスのロケーションとして使用されないことがあ
りうる場合、ウェアラブルデバイスのためのロケーショ
ンセッションは、モバイル局から取得される位置情報を
使用しない。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ウェアラブルデバイスのためのロケーション決定の方法であって、前記方法は、
　モバイル局が、前記ウェアラブルデバイスからロケーションセッションを開始すること
を求める要求を受信することと、前記モバイル局は、前記ウェアラブルデバイスとワイヤ
レスにリンクされている、
　前記モバイル局が、前記モバイル局についてのロケーションフィックスが前記ウェアラ
ブルデバイスについてのロケーションフィックスとして使用されないことがありうると決
定することと、
　前記モバイル局が、ロケーションサーバとの前記ウェアラブルデバイスのための前記ロ
ケーションセッションを開始することと、ここにおいて、前記ウェアラブルデバイスのた
めの前記ロケーションセッションは、前記モバイル局からの位置情報を使用しない、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記モバイル局が、前記ウェアラブルデバイスから位置情報を受信することと、
　前記モバイル局が、前記ウェアラブルデバイスからの前記位置情報を前記ロケーション
サーバに送信することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ウェアラブルデバイスからの前記位置情報は、ワイヤレスパーソナルエリアネット
ワーク（ＷＰＡＮ）データ、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）データ
、ワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）データ、衛星測位システム（ＳＰＳ
）データ、センサデータ、位置フィックスまたはそれらの組み合わせを備える、請求項２
に記載の方法。
【請求項４】
　前記位置情報は、アクセスポイント、ルータ、ブリッジ、フェムトセル、Ｂｌｕｅｔｏ
ｏｔｈ送信機、ピコセル、スモールセル、無線周波数識別（ＲＦＩＤ）、可視光通信（Ｖ
ＬＣ）、基地局、またはそれらの組み合わせのうちの１つまたは複数からの受信信号強度
インジケータ（ＲＳＳＩ）またはラウンドトリップ時間（ＲＴＴ）測定値のうちの少なく
とも１つを備える、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記方法は、前記ロケーションサーバから前記モバイル局をドロップし、前記ウェアラ
ブルデバイスに前記ロケーションセッション中に前記ロケーションサーバと直接ワイヤレ
スに通信させることをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記モバイル局が、前記モバイル局についての前記ロケーションフィックスが前記ウェ
アラブルデバイスについての前記ロケーションフィックスとして使用されないことがあり
うると決定することは、前記ウェアラブルデバイスがワイヤレスパーソナルエリアネット
ワーク（ＷＰＡＮ）を通じて前記モバイル局に直接ワイヤレスにリンクされていないと決
定することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記モバイル局が、前記モバイル局についての前記ロケーションフィックスが前記ウェ
アラブルデバイスについての前記ロケーションフィックスとして使用されないことがあり
うると決定することは、前記ウェアラブルデバイスがワイヤレスローカルエリアネットワ
ーク（ＷＬＡＮ）ネットワーク中の同じアクセスポイントを通じて前記モバイル局にワイ
ヤレスにリンクされていないと決定することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記モバイル局が、前記モバイル局についての前記ロケーションフィックスが前記ウェ
アラブルデバイスについての前記ロケーションフィックスとして使用されないことがあり
うると決定することは、前記モバイル局が前記ウェアラブルデバイスのユーザと一緒では
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ないと決定するために前記モバイル局中のセンサを使用することを備える、請求項１に記
載の方法。
【請求項９】
　前記モバイル局が前記ウェアラブルデバイスの前記ユーザと一緒ではないと決定するた
めに前記モバイル局中の前記センサを使用することは、前記モバイル局が前記ユーザによ
って持たれていないと決定するために動きセンサを使用すること、または前記モバイル局
が前記ウェアラブルデバイスと同じ環境中にないと決定するためにカメラセンサを使用す
ることを備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ウェアラブルデバイスからの前記ロケーションセッションを開始することを求める
前記要求は、前記ウェアラブルデバイスからの緊急呼を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　ウェアラブルデバイスのロケーション決定のためのモバイル局であって、前記モバイル
局は、
　ロケーションサーバとのワイヤレス通信が可能であるワイヤレストランシーバと、
　前記ワイヤレストランシーバに結合された少なくとも１つのプロセッサと
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、前記モバイル局とワイヤレスにリンクさ
れている前記ウェアラブルデバイスからロケーションセッションを開始することを求める
要求を受信することと、前記モバイル局についてのロケーションフィックスが前記ウェア
ラブルデバイスについてのロケーションフィックスとして使用されないことがありうると
決定することと、前記ワイヤレストランシーバを通じて前記ロケーションサーバとの前記
ウェアラブルデバイスのための前記ロケーションセッションを開始することとを行うよう
に構成され、前記ウェアラブルデバイスのための前記ロケーションセッションは、前記モ
バイル局からの位置情報を使用しない、モバイル局。
【請求項１２】
　ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）トランシーバをさらに備え、前記
ウェアラブルデバイスは、前記ＷＬＡＮトランシーバを通じて前記モバイル局とワイヤレ
スにリンクされており、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ＷＬＡＮトランシーバにさらに結合され、お
よび前記ＷＬＡＮトランシーバを通じて前記ウェアラブルデバイスから位置情報を受信す
ることと、前記ワイヤレストランシーバに、前記ウェアラブルデバイスからの前記位置情
報を前記ロケーションサーバに送信することを行わせることとを行うようにさらに構成さ
れる、請求項１１に記載のモバイル局。
【請求項１３】
　前記ウェアラブルデバイスからの前記位置情報は、ワイヤレスパーソナルエリアネット
ワーク（ＷＰＡＮ）データ、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）データ
、ワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）データ、衛星測位システム（ＳＰＳ
）データ、センサデータ、位置フィックスまたはそれらの組み合わせを備える、請求項１
２に記載のモバイル局。
【請求項１４】
　前記位置情報は、アクセスポイント、ルータ、ブリッジ、フェムトセル、Ｂｌｕｅｔｏ
ｏｔｈ送信機、ピコセル、スモールセル、無線周波数識別（ＲＦＩＤ）、および可視光通
信（ＶＬＣ）、基地局、またはそれらの組み合わせのうちの１つまたは複数からの受信信
号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）またはラウンドトリップ時間（ＲＴＴ）測定値のうちの
少なくとも１つを備える、請求項１３に記載のモバイル局。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ワイヤレストランシーバに、前記ロケーショ
ンサーバから前記モバイル局をドロップし、前記ウェアラブルデバイスに前記ロケーショ
ンセッション中に前記ロケーションサーバと直接ワイヤレスに通信させることを行わせる
ようにさらに構成される、請求項１１に記載のモバイル局。
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【請求項１６】
　前記モバイル局を直接前記ウェアラブルデバイスとワイヤレスにリンクすることが可能
であるワイヤレスパーソナルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ）トランシーバをさらに備え
、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ＷＰＡＮトランシーバにさらに結合され、お
よび前記モバイル局が前記ＷＰＡＮトランシーバを通じて前記ウェアラブルデバイスにワ
イヤレスにリンクされていないと決定するように構成されることによって、前記モバイル
局についての前記ロケーションフィックスが前記ウェアラブルデバイスについての前記ロ
ケーションフィックスとして使用されないことがありうると決定するようにさらに構成さ
れる、請求項１１に記載のモバイル局。
【請求項１７】
　ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）ネットワークにワイヤレスにリン
クすることが可能であるＷＬＡＮトランシーバをさらに備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ＷＬＡＮトランシーバにさらに結合され、お
よび前記モバイル局が前記ＷＬＡＮネットワーク中の同じアクセスポイントを通じて前記
ウェアラブルデバイスにワイヤレスにリンクされていないと決定するように構成されるこ
とによって、前記モバイル局についての前記ロケーションフィックスが前記ウェアラブル
デバイスについての前記ロケーションフィックスとして使用されないことがありうると決
定するようにさらに構成される、請求項１１に記載のモバイル局。
【請求項１８】
　動きセンサとカメラセンサとのうちの少なくとも１つをさらに備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記動きセンサと前記カメラセンサとのうちの前
記少なくとも１つからデータを受信するようにさらに結合され、および前記動きセンサか
らの前記データに基づいて前記モバイル局がユーザによって持たれていない、または前記
カメラセンサからの前記データに基づいて前記モバイル局が前記ウェアラブルデバイスと
同じ環境中にないと決定するように構成されることによって、前記モバイル局についての
前記ロケーションフィックスが前記ウェアラブルデバイスについての前記ロケーションフ
ィックスとして使用されないことがありうると決定するようにさらに構成される、請求項
１１に記載のモバイル局。
【請求項１９】
　前記ウェアラブルデバイスからの前記ロケーションセッションを開始することを求める
前記要求は、前記ウェアラブルデバイスからの緊急呼を備える、請求項１１に記載のモバ
イル局。
【請求項２０】
　ウェアラブルデバイスのロケーション決定のためのモバイル局であって、前記モバイル
局は、
　前記モバイル局が、前記ウェアラブルデバイスからロケーションセッションを開始する
ことを求める要求を受信するための手段と、前記モバイル局は、前記ウェアラブルデバイ
スとワイヤレスにリンクされている、
　前記モバイル局が、前記モバイル局についてのロケーションフィックスが前記ウェアラ
ブルデバイスについてのロケーションフィックスとして使用されないことがありうると決
定するための手段と、
　前記モバイル局が、ロケーションサーバとの前記ウェアラブルデバイスのための前記ロ
ケーションセッションを開始するための手段と、ここにおいて、前記ウェアラブルデバイ
スのための前記ロケーションセッションは、前記モバイル局からの位置情報を使用しない
、
　を備える、モバイル局。
【請求項２１】
　前記モバイル局が、前記ウェアラブルデバイスから位置情報を受信するための手段と、
　前記モバイル局が、前記ウェアラブルデバイスからの前記位置情報を前記ロケーション
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サーバに送信するための手段と
　をさらに備える、請求項２０に記載のモバイル局。
【請求項２２】
　前記ロケーションサーバから前記モバイル局をドロップし、前記ウェアラブルデバイス
に前記ロケーションセッション中に前記ロケーションサーバと直接ワイヤレスに通信させ
るための手段をさらに備える、請求項２０に記載のモバイル局。
【請求項２３】
　前記モバイル局についての前記ロケーションフィックスが前記ウェアラブルデバイスに
ついての前記ロケーションフィックスとして使用されないことがありうると前記決定する
ための手段は、前記ウェアラブルデバイスがワイヤレスパーソナルエリアネットワーク（
ＷＰＡＮ）を通じて前記モバイル局に直接ワイヤレスにリンクされていないと決定するた
めの手段を備える、請求項２０に記載のモバイル局。
【請求項２４】
　前記モバイル局についての前記ロケーションフィックスが前記ウェアラブルデバイスに
ついての前記ロケーションフィックスとして使用されないことがありうると前記決定する
ための手段は、前記ウェアラブルデバイスがＷＬＡＮ（ワイヤレスローカルエリアネット
ワーク）ネットワーク中の同じアクセスポイントを通じて前記モバイル局にワイヤレスに
リンクされていないと決定するための手段を備える、請求項２０に記載のモバイル局。
【請求項２５】
　ウェアラブルデバイスのロケーション決定のための非一時的コンピュータ可読媒体であ
って、前記非一時的コンピュータ可読媒体は、そこに記憶されたプログラムコードを含み
、
　モバイル局が、前記ウェアラブルデバイスからロケーションセッションを開始すること
を求める要求を受信するためのプログラムコードと、前記モバイル局は、前記ウェアラブ
ルデバイスとワイヤレスにリンクされている、
　前記モバイル局が、前記モバイル局についてのロケーションフィックスが前記ウェアラ
ブルデバイスについてのロケーションフィックスとして使用されないことがありうると決
定するためのプログラムコードと、
　前記モバイル局が、ロケーションサーバとの前記ウェアラブルデバイスのための前記ロ
ケーションセッションを開始するためのプログラムコードと、ここにおいて、前記ウェア
ラブルデバイスのための前記ロケーションセッションは、前記モバイル局からの位置情報
を使用しない、
　を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項２６】
　前記モバイル局が、前記ウェアラブルデバイスから位置情報を受信するためのプログラ
ムコードと、
　前記モバイル局が、前記ウェアラブルデバイスからの前記位置情報を前記ロケーション
サーバに送信するためのプログラムコードと
　をさらに備える、請求項２５に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項２７】
　前記ロケーションサーバから前記モバイル局をドロップし、前記ウェアラブルデバイス
に前記ロケーションセッション中に前記ロケーションサーバと直接ワイヤレスに通信させ
るためのプログラムコードをさらに備える、請求項２５に記載の非一時的コンピュータ可
読媒体。
【請求項２８】
　前記モバイル局が、前記モバイル局についての前記ロケーションフィックスが前記ウェ
アラブルデバイスについての前記ロケーションフィックスとして使用されないことがあり
うると決定するための前記プログラムコードは、前記ウェアラブルデバイスがワイヤレス
パーソナルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ）を通じて前記モバイル局に直接ワイヤレスに
リンクされていないと決定するためのプログラムコードを備える、請求項２５に記載の非
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一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項２９】
　前記モバイル局が、前記モバイル局についての前記ロケーションフィックスが前記ウェ
アラブルデバイスについての前記ロケーションフィックスとして使用されないことがあり
うると決定するための前記プログラムコードは、前記ウェアラブルデバイスがＷＬＡＮ（
ワイヤレスローカルエリアネットワーク）ネットワーク中の同じアクセスポイントを通じ
て前記モバイル局にワイヤレスにリンクされていないと決定するためのプログラムコード
を備える、請求項２５に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【米国特許法第１１９条に基づく優先権の主張】
【０００１】
　[0001]本願は、米国特許法１１９条の下で、２０１６年９月１９日に出願され、「METH
OD AND APPARATUS FOR TO DETERMINE THE LOCATION OF A WEARABLE DEVICE」と題された
米国非仮特許出願第１５／２６９，２９７号の利益および優先権を主張し、それは、本願
の譲受人に譲渡され、その全体が参照によってここに組み込まれる。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]ここに開示されている主題は、電子デバイスに関し、より詳細には、リモートに
ロケートされたモバイル局にワイヤレスにリンクされているウェアラブルデバイスについ
ての正しいロケーションを決定する際に使用するための方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ウェアラブルデバイスは、コンピューティング、ユーザインターフェーシング、
およびワイヤレス接続性のような電子技術を組み込むアクセサリおよびクロージングであ
る。ウェアラブルデバイスは、様々な機能を遂行すべく協調する、またはデータを交換す
るために、ユーザのモバイル電話のような他のデバイスにワイヤレスに接続しうる。ウェ
アラブルデバイスの例は、ほんの数例を挙げると、例えば、スマートウォッチ、デジタル
眼鏡、およびフィットネスモニタを含む。ウェアラブルデバイスの多くのアプリケーショ
ンのうちの１つは、ユーザのための通信プラットフォームである。ウェアラブルデバイス
は、例えば、テキストまたは電話を介して通信するために使用されうる。
【０００４】
　[0004]ウェアラブル技術のための市場が急速に成長するに伴い、ウェアラブルデバイス
からの緊急呼を扱うようなシナリオが増大するであろう。米国連邦通信委員会（ＦＣＣ）
によって義務付けられているように、ほとんどのワイヤレスキャリアは、Ｅ９１１（拡張
９１１（Enhanced 911））呼中に正確な測位を支援するために、補助（assisted）全地球
測位システム（ＧＰＳ）プロトコルを展開している。
【０００５】
　[0005]しかしながら、例えば、ユーザがＥ９１１呼を掛ける、またはショートメッセー
ジサービス（ＳＭＳ）テキストトゥ９１１（text-to-911）メッセージを送る、あるいは
そうでない場合はウェアラブルデバイスとのロケーションセッションを要求するとき、ウ
ェアラブルデバイスを介してユーザのロケーションを決定することに関連する問題が存在
する。
【０００６】
　[0006]重大な問題は、ウェアラブルデバイスがＷｉ－Ｆｉのようなワイヤレスローカル
エリアネットワーク（ＷＬＡＮ）を通じて、モバイル局、すなわち、ユーザのモバイル電
話に接続しうることであり、およびこのことから、緊急呼／テキストがなされるか、また
は非緊急ロケーションセッションが要求されるときに、ウェアラブルデバイスがモバイル
局付近にないことがありうる、ということである。モバイル局は、ワイヤレスワイドエリ
アネットワーク（ＷＷＡＮ）、すなわち、セルラネットワークに接続し、およびＥ９１１
呼またはテキスト、あるいは非緊急ロケーションセッションを実際に開始する。結果とし
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て、ロケーションセッションは、モバイル局の位置に基づくことになるが、その一方で、
ウェアラブルデバイスおよびユーザは、異なるロケーション中に存在しうる。その結果と
して、不正確なロケーションが、緊急応答機関（ＰＳＡＰ：the public-safety answerin
g point）またはロケーションサーバにレポートされうる。
【発明の概要】
【０００７】
　[0007]ウェアラブルデバイスにワイヤレスにリンクされているモバイル局は、ウェアラ
ブルデバイスからロケーションセッションを開始することを求める要求を受信し、例えば
、それは、緊急呼の形式でありうる。モバイル局は、例えば、ウェアラブルデバイスがモ
バイル局に近接しているかどうかを決定することによって、モバイル局のロケーションが
ウェアラブルデバイスのロケーションとして使用されうるかどうかを決定する。例えば、
モバイル局は、モバイル局がワイヤレスパーソナルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ）を通
じてウェアラブルデバイスにワイヤレスにリンクされているかどうかを確かめるためにチ
ェックしうる。モバイル局は、ロケーションサーバとのウェアラブルデバイスのためのロ
ケーションセッションを開始する。モバイル局のロケーションがウェアラブルデバイスの
ロケーションとして使用されないことがありうる場合、ウェアラブルデバイスのためのロ
ケーションセッションは、モバイル局から取得される位置情報を使用しない。
【０００８】
　[0008]１つのインプリメンテーションでは、ウェアラブルデバイスのためのロケーショ
ン決定の方法は、モバイル局が、ウェアラブルデバイスからロケーションセッションを開
始することを求める要求を受信することと、モバイル局は、ウェアラブルデバイスとワイ
ヤレスにリンクされており、モバイル局が、モバイル局についてのロケーションフィック
ス（fix）がウェアラブルデバイスについてのロケーションフィックスとして使用されな
いことがありうると決定することと、モバイル局が、ロケーションサーバとのウェアラブ
ルデバイスのためのロケーションセッションを開始することとを含み、ウェアラブルデバ
イスのためのロケーションセッションは、モバイル局からの位置情報を使用しない。
【０００９】
　[0009]１つのインプリメンテーションでは、ウェアラブルデバイスのロケーション決定
のためのモバイル局は、ロケーションサーバとのワイヤレス通信が可能であるワイヤレス
トランシーバと、ワイヤレストランシーバに結合された少なくとも１つのプロセッサとを
含み、少なくとも１つのプロセッサは、モバイル局によってワイヤレスにリンクされてい
るウェアラブルデバイスからロケーションセッションを開始することを求める要求を受信
することと、モバイル局についてのロケーションフィックスがウェアラブルデバイスにつ
いてのロケーションフィックスとして使用されないことがありうると決定することと、ワ
イヤレストランシーバを通じてロケーションサーバとのウェアラブルデバイスのためのロ
ケーションセッションを開始することとを行うように構成され、ウェアラブルデバイスの
ためのロケーションセッションは、モバイル局からの位置情報を使用しない。
【００１０】
　[0010]１つのインプリメンテーションでは、ウェアラブルデバイスのロケーション決定
のためのモバイル局は、モバイル局が、ウェアラブルデバイスからロケーションセッショ
ンを開始することを求める要求を受信するための手段と、モバイル局は、ウェアラブルデ
バイスとワイヤレスにリンクされており、モバイル局が、モバイル局についてのロケーシ
ョンフィックスがウェアラブルデバイスについてのロケーションフィックスとして使用さ
れないことがありうると決定するための手段と、モバイル局が、ロケーションサーバとの
ウェアラブルデバイスのためのロケーションセッションを開始するための手段とを含み、
ウェアラブルデバイスのためのロケーションセッションは、モバイル局からの位置情報を
使用しない。
【００１１】
　[0011]１つのインプリメンテーションでは、ウェアラブルデバイスのロケーション決定
のための非一時的コンピュータ可読媒体は、モバイル局が、ウェアラブルデバイスからロ
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ケーションセッションを開始することを求める要求を受信するためのプログラムコードと
、モバイル局は、ウェアラブルデバイスとワイヤレスにリンクされており、モバイル局が
、モバイル局についてのロケーションフィックスがウェアラブルデバイスについてのロケ
ーションフィックスとして使用されないことがありうると決定するためのプログラムコー
ドと、モバイル局が、ロケーションサーバとのウェアラブルデバイスのためのロケーショ
ンセッションを開始するためのプログラムコードとを含み、ウェアラブルデバイスのため
のロケーションセッションは、モバイル局からの位置情報を使用しない。
【００１２】
　[0012]非限定的且つ非網羅的な態様が、以下の図面を参照して説明され、ここにおいて
、同様の参照番号は、そうでないと規定されない限り、様々な図面全体を通じて同様の部
分を指す。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】モバイル局およびロケーションサーバとのワイヤレス通信中のウェアラブルデバ
イスのロケーションサポートのためのネットワークアーキテクチャを例示する図である。
【図２】モバイル局およびロケーションサーバを使用するウェアラブルデバイスのための
ロケーションセッションを例示する呼フローである。
【図３】モバイル局およびロケーションサーバを使用するウェアラブルデバイスのための
ロケーションセッションを例示する別の呼フローであり、それにおいて、ウェアラブルデ
バイスからの位置情報は、ロケーションサーバに直接提供される。
【図４】ウェアラブルデバイスのためのロケーション決定の方法を例示するフローチャー
トである。
【図５】ウェアラブルデバイスのためのロケーション決定の別の方法を例示するフローチ
ャートであり、それにおいて、ウェアラブルデバイスからの位置情報は、モバイル局を通
じてロケーションサーバに提供される。
【図６】ウェアラブルデバイスのためのロケーション決定の別の方法を例示するフローチ
ャートであり、それにおいて、ウェアラブルデバイスからの位置情報は、ロケーションサ
ーバに直接提供される。
【図７】モバイル局についてのロケーションフィックスがウェアラブルデバイスについて
のロケーションフィックスとして使用されないことがありうるかどうかを決定することと
、ウェアラブルデバイスのロケーションを決定するためのロケーションセッションを開始
することとが可能であるモバイル局のブロック図である。
【図８】ウェアラブルデバイスのロケーションを決定するためのロケーションセッション
を開始するためにモバイル局と通信することが可能であるウェアラブルデバイスのブロッ
ク図である。
【詳細な説明】
【００１４】
　[0021]図１は、ウェアラブルデバイス１００と同じロケーション中にないモバイル局１
１０とワイヤレス通信中であるウェアラブルデバイス１００のロケーションサポートのた
めのネットワークアーキテクチャを例示する図である。例示されているように、ウェアラ
ブルデバイス１００は、例えば、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）、
例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１ネットワークでありうる、ウェアラブルデバイス１００と
ローカルトランシーバ１２０との間のワイヤレスリンク１１８を通じて、例えば、ＷＬＡ
Ｎでありうる、モバイル局１１０とローカルトランシーバ１３０との間のワイヤレスリン
ク１２８、および１つまたは複数のワイヤレスリンクまたはインターネットでありうる、
ローカルトランシーバ１２０と１３０との間のワイヤレス通信リンク１４０を通じて、モ
バイル局１１０との間接的なワイヤレス接続を有する。例えば、モバイル局１１０とセル
ラトランシーバ１５０との間のワイヤレスリンク１４８、およびワイヤレス通信リンク１
４０とセルラトランシーバ１５０へのワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）
通信リンク１６０との間のワイヤレス通信リンク１５８によって例示されている１つまた
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は複数のＷＷＡＮを含む、ウェアラブルデバイス１００とモバイル局１１０との間での他
の間接的なワイヤレス接続が可能である。いくつかのインプリメンテーションでは、ウェ
アラブルデバイス１００とモバイル局１１０との間での間接的なワイヤレス接続は、例え
ば、ウェアラブルデバイス１００とローカルトランシーバ１２０との間のワイヤレスリン
ク１１８、およびモバイル局１１０とローカルトランシーバ１２０との間のワイヤレスリ
ンク１１９によって例示されているようなＷＬＡＮ中の同じローカルトランシーバを通じ
うる。加えて、ウェアラブルデバイス１００自体は、例えば、セルラトランシーバ１５２
へのワイヤレスリンク１５１またはセルラトランシーバ１５０へのワイヤレスリンク（図
示せず）を通じてＷＷＡＮネットワークにワイヤレスに結合されうる。
【００１５】
　[0022]ウェアラブルデバイス１００とモバイル局１１０とは、ウェアラブルデバイス１
００とモバイル局１１０とが互いに近接している場合に、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標
）のようなワイヤレスパーソナルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ）または短距離通信技術
を使用して互いと直接ワイヤレスにリンクされることが可能である。図１は、しかしなが
ら、リモートにロケートされている、すなわち、互いに近接していないものとしてウェア
ラブルデバイス１００とモバイル局１１０とを例示しており、およびそれ故にウェアラブ
ルデバイス１００とモバイル局１１０とは、短距離通信技術またはＷＰＡＮを使用して互
いと直接ワイヤレスにリンクされることができず、代わりに、例示されているように、複
数のワイヤレスリンクを介して互いに間接的にリンクされている。概して、近接は、ここ
に使用される場合、短距離通信技術またはＷＰＡＮがウェアラブルデバイス１００をモバ
イル局１１０とリンクするために使用されうるほどに、ウェアラブルデバイス１００がモ
バイル局１１０に十分に近いことを示す。いくつかのインプリメンテーションでは、例え
ば、ローカルトランシーバ１２０が限定されたカバレッジエリアを有する場合、ウェアラ
ブルデバイス１００とモバイル局１１０とは、それらが同じローカルトランシーバ１２０
を通じて接続されている場合には互いに近接していると見なされうる。しかしながら、ロ
ーカルトランシーバ１２０が位置フィックスの所望される正確性と比較して大きいカバレ
ッジエリアを有する場合のような他のインプリメンテーションでは、ウェアラブルデバイ
ス１００とモバイル局１１０とは、それらが同じローカルトランシーバ１２０を通じて接
続されているときには互いに近接していると見なされないことがありうる。ウェアラブル
デバイス１００とモバイル局１１０とが近接していないとき、ウェアラブルデバイス１０
０とモバイル局１１０とは、同じロケーションになく、実際には、モバイル局１１０に対
するウェアラブルデバイス１００のロケーションは、未知でありうる。その結果として、
ウェアラブルデバイス１００とモバイル局１１０とが近接していないとき、モバイル局１
１０についてのロケーションフィックスは、それら２つの間に大きい未知の距離が存在し
ていることから、ウェアラブルデバイス１００のロケーションフィックスとして使用され
ないことがありうる。
【００１６】
　[0023]ウェアラブルデバイス１００は、腕時計として例示されているが、ユーザがイン
ターフェースしえ、且つ、例えば、ＷＬＡＮネットワーク、例えば、ＩＥＥＥ８０２．１
１、短距離通信技術、ＷＰＡＮネットワーク、例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）
、またはセルラ通信ネットワークのようなＷＷＡＮネットワークを通じてモバイル局１１
０とワイヤレスに通信する、任意のウェアラブル技術デバイスでありうる。例えば、ウェ
アラブルデバイス１００は、眼鏡、リストバンド、クロージング、ジュエリ、ヘルメット
、等のようなウェアラブルデバイスでありうる。ウェアラブルデバイス１００は、ローカ
ルトランシーバ１２０、セルラトランシーバ１５２または他のトランシーバデバイスにワ
イヤレス信号を送信、あるいはそれらからワイヤレス信号を受信しうる。ローカルトラン
シーバ１２０は、例えば、アクセスポイント（ＡＰ）と、ルータと、ブリッジと、Ｂｌｕ
ｅｔｏｏｔｈ送信機と、無線周波数識別（ＲＦＩＤ：radio-frequency identification）
と、可視光通信（ＶＬＣ：visual light communication）とを備え、およびウェアラブル
デバイス１００がモバイル局１１０にワイヤレスに接続されうるＷＬＡＮまたはＷＰＡＮ
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ネットワークへのアクセスを提供しうる。セルラトランシーバ１５２は、例えば、フェム
トセル、ピコセル、スモールセル、ワイヤレスベーストランシーバサブシステム（ＢＴＳ
）、ノードＢまたは発展型ノードＢ（ｅノードＢ）を備え、およびウェアラブルデバイス
１００がモバイル局１１０にワイヤレスに接続されうるＷＷＡＮネットワークへのアクセ
スを提供しうる。当然ながら、これらは単にワイヤレスリンクを通してウェアラブルデバ
イス１００と通信しうるネットワークの例に過ぎず、特許請求される主題はこの点におい
て限定されないことが理解されるべきである。
【００１７】
　[0024]モバイル局１１０は、デバイス、ワイヤレスデバイス、モバイル端末、端末、モ
バイル局（ＭＳ）、ユーザ機器（ＵＥ）、ＳＵＰＬ対応端末（ＳＥＴ：a SUPL Enabled T
erminal）として、または何らかの他の名称で呼ばれえ、および携帯電話、スマートフォ
ン、ラップトップ、タブレット、ＰＤＡ、トラッキングデバイスあるいはウェアラブルデ
バイス１００とワイヤレスに通信することが可能である何らかの他のポータブルまたは移
動可能デバイスに対応しうる。モバイル局１１０は、それぞれローカルトランシーバ１３
０またはセルラトランシーバ１５０とのワイヤレスリンク１２８または１４８によって、
ＷＬＡＮネットワーク、例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１、短距離通信技術、ＷＰＡＮネッ
トワーク、例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、またはセルラ通信ネットワークの
ようなＷＷＡＮネットワークにアクセスすることが可能である。上述されたローカルトラ
ンシーバ１２０と同様に、ローカルトランシーバ１３０は、例えば、アクセスポイント（
ＡＰ）と、ルータと、ブリッジと、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ送信機と、無線周波数識別（ＲＦ
ＩＤ）と、可視光通信（ＶＬＣ）とを備え、およびモバイル局１１０がウェアラブルデバ
イス１００にワイヤレスに接続されうるＷＬＡＮまたはＷＰＡＮネットワークへのアクセ
スを提供しうる。その上、セルラトランシーバ１５０は、例えば、フェムトセル、ピコセ
ル、スモールセル、ワイヤレスベーストランシーバサブシステム（ＢＴＳ）、ノードＢま
たは発展型ノードＢ（ｅノードＢ）を備え、およびモバイル局１１０がウェアラブルデバ
イス１００にワイヤレスに接続されうるＷＷＡＮネットワークへのアクセスを提供しうる
。当然ながら、これらは単にワイヤレスリンクを通してウェアラブルデバイス１００と通
信しうるネットワークの例に過ぎず、特許請求される主題はこの点において限定されない
ことが理解されるべきである。
【００１８】
　[0025]セルラトランシーバ１５０および１５２とのワイヤレスリンク１４８および１５
１をサポートしうるネットワーク技術の例は、モバイル通信のためのグローバルシステム
（ＧＳＭ（登録商標））、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、ワイドバンドＣＤＭＡ（ＷＣ
ＤＭＡ（登録商標））、ロングタームエボリューションＬＴＥ（登録商標））、高レート
パケットデータ（ＨＲＰＤ）である。ＧＳＭ、ＷＣＤＭＡおよびＬＴＥは、３ＧＰＰ（登
録商標）により定義されている技術である。ＣＤＭＡおよびＨＲＰＤは、第３世代パート
ナーシッププロジェクト２（３ＧＰＰ２）によって定義されている技術である。ＷＣＤＭ
Ａはまた、ユニバーサルモバイル電気通信システム（ＵＭＴＳ）の一部であり、ＨＮＢに
よってサポートされうる。セルラトランシーバ１５０、１５２は、（例えば、サービス契
約下の）サービスのためにワイヤレス電気通信ネットワークへの加入者アクセスを提供す
る機器の展開を備えうる。ここで、セルラトランシーバ１５０、１５２は、セルラトラン
シーバ１５０、１５２がアクセスサービスを提供することが可能である範囲に少なくとも
部分的に基づいて決定されるセル内の加入者デバイスにサービスする際にセルラ基地局の
機能を遂行しうる。
【００１９】
　[0026]特定のインプリメンテーションでは、セルラトランシーバ１５０、１５２および
ローカルトランシーバ１２０、１３０は、ワイヤレス通信リンク１４０、１５８、または
１６０を通してロケーションサーバ１７０と通信しうる。いくつかのインプリメンテーシ
ョンでは、ロケーションサーバ１７０は、セルラトランシーバ１５０とコロケートされう
る。ロケーションサーバ１７０に接続されたネットワークは、ワイヤードまたはワイヤレ
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スリンクの任意の組み合わせを備え、およびセルラトランシーバ１５０、１５２および／
またはローカルトランシーバ１２０、１３０を含みうる。特定のインプリメンテーション
では、ロケーションサーバ１７０とモバイル局１１０との間、またはロケーションサーバ
とウェアラブルデバイス１００との間のネットワークは、ローカルトランシーバ１２０、
１３０またはセルラトランシーバ１５０、１５２を通じた通信を容易にすることが可能で
あるインターネットプロトコル（ＩＰ）または他のインフラストラクチャを通じて容易に
されうる。ある実施形態では、ロケーションサーバ１７０とモバイル局１１０との間、ま
たはロケーションサーバ１７０とウェアラブルデバイス１００との間のネットワークもま
た、ウェアラブルデバイス１００と、モバイル局１１０と、ロケーションサーバ１７０と
、緊急応答機関（ＰＳＡＰ）との間での通信を容易にしうる。別のインプリメンテーショ
ンでは、ロケーションサーバ１７０とモバイル局１１０との間、またはロケーションサー
バ１７０とウェアラブルデバイス１００との間のネットワークは、モバイル局１１０また
はウェアラブルデバイス１００とのモバイルセルラ通信を容易にするために、例えば、基
地局コントローラあるいはパケットベースまたは回線ベースの交換センター（図示せず）
のようなセルラ通信ネットワークインフラストラクチャを備えうる。
【００２０】
　[0027]特定のインプリメンテーションでは、ロケーションサーバ１７０とモバイル局１
１０との間、またはロケーションサーバ１７０とウェアラブルデバイス１００との間のネ
ットワークは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ送信機、無線周波数識別（ＲＦＩＤ）、および可視光
通信（ＶＬＣ）のようなパーソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）要素、またはＷｉ－Ｆ
ｉ ＡＰ、ルータおよびブリッジのようなローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）要素を
備え、およびインターネットのようなワイドエリアネットワークへのアクセスを提供する
ゲートウェイ要素へのリンクを含みうるか、または有しうる。他のインプリメンテーショ
ンでは、ロケーションサーバ１７０とモバイル局１１０との間、またはロケーションサー
バ１７０とウェアラブルデバイス１００との間のネットワークは、ＰＡＮまたはＬＡＮを
備え、およびＷＷＡＮネットワークへのアクセスを有することも有さないこともありうる
が、ウェアラブルデバイス１００またはモバイル局１１０にいかなるそのようなアクセス
（サポートされている場合）も提供しないことがありうる。いくつかのインプリメンテー
ションでは、ロケーションサーバ１７０とモバイル局１１０との間、またはロケーション
サーバ１７０とウェアラブルデバイス１００との間のネットワークは、複数のネットワー
ク（例えば、１つまたは複数のワイヤレスネットワークおよび／またはインターネット）
を備えうる。１つのインプリメンテーションでは、ロケーションサーバ１７０とモバイル
局１１０との間、またはロケーションサーバ１７０とウェアラブルデバイス１００との間
のネットワークは、１つまたは複数のサービングゲートウェイまたはパケットデータネッ
トワークゲートウェイを含みうる。加えて、ロケーションサーバのうちの１つまたは複数
は、Ｅ－ＳＭＬＣ、セキュアユーザプレーンロケーション（ＳＵＰＬ）ロケーションプラ
ットフォーム（ＳＬＰ）、ＳＵＰＬロケーションセンター（ＳＬＣ）、ＳＵＰＬ測位セン
ター（ＳＰＣ：a SUPL Positioning Center）、位置決定エンティティ（ＰＤＥ：a Posit
ion Determining Entity）および／またはゲートウェイモバイルロケーションセンター（
ＧＭＬＣ）でありえ、それらの各々は、ネットワーク中の１つまたは複数のロケーション
検索機能（ＬＲＦ：location retrieval functions）および／またはモビリティ管理エン
ティティ（ＭＭＥ：mobility management entities）に接続しうる。
【００２１】
　[0028]特定のインプリメンテーションでは、および以下に論述されるように、ウェアラ
ブルデバイス１００とモバイル局１１０とのうちの１つまたは両方は、例えば、ＧＰＳま
たは他の衛星測位システム（ＳＰＳ）衛星１８０、ローカルトランシーバ１２０、１３０
、またはセルラトランシーバ１５０、１５２から受信される信号１７８、１７９について
のロケーション関連測定値を取得し、およびことによると、これらのロケーション関連測
定値に基づいて位置フィックスまたは推定されたロケーションを計算することが可能であ
る処理リソースおよび回路を有しうる。ウェアラブルデバイス１００とモバイル局１１０
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とは、ロケーションサーバ１７０とのロケーションセッション中に地理的データおよび／
または支援データのような情報を受信するように構成されうる。例えば、ロケーションサ
ーバ１７０は、セキュアユーザプレーンロケーション（ＳＵＰＬ）ロケーションプラット
フォーム（ＳＬＰ）でありえ、およびロケーションセッションは、ＳＵＰＬサービスプロ
トコルにしたがったロケーションセッションでありうる。ロケーションセッションはさら
に、ウェアラブルデバイス１００と、モバイル局１１０と、ロケーションサーバ１７０と
の間で測位能力情報、支援データおよびロケーション測定値またはロケーション推定値情
報を転送するために、１つまたは複数の測位プロトコルをサポートしうる。ＳＵＰＬロケ
ーションセッションのケースでは、ユーザプレーンロケーションプロトコル（ＵＬＰ）と
して知られるＳＵＰＬサービスプロトコルと、測位プロトコルとの両方が、ウェアラブル
デバイス１００と、モバイル局１１０と、ロケーションサーバ１７０とによって、または
それらの間で、エンドツーエンド方式でサポートされえ、ＵＬＰプロトコルは、測位プロ
トコルを搬送する。測位プロトコルは、例えば、ＬＰＰまたはＬＰＰプラスＬＰＰｅであ
りうる。ＬＰＰは、公に入手可能である３ＧＰＰ技術仕様書（ＴＳ）３６．３５５中に３
ＧＰＰによって定義されており、ＬＰＰｅは、公に入手可能であるＯＭＡ ＴＳ ＯＭＡ－
ＴＳ－ＬＰＰｅ－Ｖ１＿０中にＯＭＡによって定義されている。ロケーションサーバ１７
０は、サーバと呼ばれえ、およびＳＬＰ、３ＧＰＰによって定義されているサービングモ
バイルロケーションセンター（ＳＭＬＣ）、３ＧＰＰ２によって定義されている位置決定
エンティティ（ＰＤＥ）、３ＧＰＰによって定義されているスタンドアロンＳＭＬＣ（Ｓ
ＡＳ）または何らかの他のタイプのサーバでありうる。
【００２２】
　[0029]いくつかのインプリメンテーションでは、ウェアラブルデバイス１００またはモ
バイル局１１０によって取得されるロケーション関連測定値は、ロケーションサーバ１７
０に転送されえ、それは、拡張サービングモバイルロケーションセンター（Ｅ－ＳＭＬＣ
：an enhanced serving mobile location center）またはＳＵＰＬロケーションプラット
フォーム（ＳＬＰ）でありえ、その後に、ロケーションサーバ１７０は、測定値に基づい
てウェアラブルデバイス１００またはモバイル局１１０についてのロケーションを推定ま
たは決定しうる。ウェアラブルデバイス１００またはモバイル局１１０によって取得され
るロケーション関連測定値は、ＧＰＳ、ＧＬＯＮＡＳＳ、Ｇａｌｉｌｅｏまたは北斗のよ
うな全地球航法衛星システム（ＧＮＳＳ）またはＳＰＳに属する衛星から受信される信号
１７８、１７９の測定値を含みうる、および／または、例えば、ローカルトランシーバ１
２０、１３０またはセルラトランシーバ１５０、１５２のような、既知のロケーションに
おいて固定された地上送信機から受信される信号の測定値を含みうる。
【００２３】
　[0030]ウェアラブルデバイス１００またはモバイル局１１０あるいは別個のロケーショ
ンサーバ１７０はその後、例えば、ＧＮＳＳ、補助ＧＮＳＳ（Ａ－ＧＮＳＳ：Assisted G
NSS）、高度順方向リンク三辺測量（ＡＦＬＴ：Advanced Forward Link Trilateration）
、観測到着時間差（ＯＴＤＯＡ：Observed Time Difference Of Arrival）または拡張セ
ルＩＤ（Ｅ－ＣＩＤ：Enhanced Cell ID）あるいはそれらの組み合わせのようないくつか
の位置決め方法（position methods）のうちのいずれか１つを使用して、これらのロケー
ション関連測定値に基づいてウェアラブルデバイス１００またはモバイル局１１０につい
てのロケーション推定値を取得しうる。これらの技法のうちのいくつかでは（例えば、Ａ
－ＧＮＳＳ、ＡＦＬＴ、およびＯＴＤＯＡ）、送信機または衛星によって送信され、ウェ
アラブルデバイス１００またはモバイル局１１０において受信されるパイロット、測位基
準信号（ＰＲＳ）または他の測位関連信号に少なくとも部分的に基づいて、既知のロケー
ションにおいて固定された３つ以上の地上送信機に対する、または正確に知られている軌
道データを有する４つ以上の衛星に対する、あるいはそれらの組み合わせの、疑似距離（
pseudoranges）またはタイミング差がウェアラブルデバイス１００またはモバイル局１１
０において測定されうる。ここで、サーバ１７０は、例えば、Ａ－ＧＮＳＳ、ＡＦＬＴ、
ＯＴＤＯＡ、およびＥ－ＣＩＤのような測位技法を容易にするために、ＧＮＳＳ衛星につ
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いての信号、タイミングおよび軌道情報、地上送信機のロケーションおよびアイデンティ
ティ、および／または測定されるべき信号に関する情報（例えば、信号タイミング）を含
む、測位支援データをウェアラブルデバイス１００またはモバイル局１１０に提供するこ
とが可能でありうる。例えば、サーバ１７０は、特定の場所のような１つまたは複数の特
定の領域中のセルラトランシーバおよび／またはローカルトランシーバのロケーションお
よびアイデンティティを示すアルマナックを備え、および送信電力と信号タイミングとの
ような、セルラ基地局またはＡＰによって送信される信号を記述した情報を提供しうる。
Ｅ－ＣＩＤのケースでは、ウェアラブルデバイス１００またはモバイル局１１０は、セル
ラトランシーバ１５０、１５２および／またはローカルトランシーバ１２０、１３０から
の信号についての受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）またはラウンドトリップ信号伝
搬時間（ＲＴＴ）の測定値を取得しうる。ウェアラブルデバイス１００またはモバイル局
１１０は、ウェアラブルデバイス１００またはモバイル局１１０についてのロケーション
を決定するために、サーバ１７０から受信された支援データ（例えば、地上アルマナック
データ、またはＧＮＳＳアルマナックおよび／またはＧＮＳＳエフェメリス情報のような
ＧＮＳＳ衛星データ）とともにこれらの測定値を使用しうるか、または同じ決定を遂行す
るために、サーバ１７０（または異なるサーバ）に測定値を転送しうる。モバイル局１１
０からの呼は、ウェアラブルデバイス１００またはモバイル局１１０のロケーションに基
づいてルーティングされ、および、例えば、ワイヤレス通信リンク１６０または通信リン
ク１４０を介して緊急応答機関（ＰＳＡＰ）に接続されうる。
【００２４】
　[0031]モバイルデバイス（例えば、ウェアラブルデバイス１００またはモバイル局１１
０）のロケーションの推定値は、ロケーション、ロケーション推定値、ロケーションフィ
ックス、フィックス、位置、位置推定値または位置フィックスと呼ばれえ、および地理的
でありえ、このことから、高度コンポーネント（例えば、海水面からの高さ、地表面、床
面または地下面からの高さあるいはそれより下の深さ）を含むことも含まないこともあり
うる、モバイルデバイスについてのロケーション座標（例えば、緯度および経度）を提供
する。代替として、モバイルデバイスのロケーションは、シビック（civic）ロケーショ
ンとして（例えば、郵便宛先あるいは特定の部屋またはフロアのような建物中の何らかの
地点または小さいエリアの指定として）表されうる。モバイルデバイスのロケーションは
また、その中にモバイルデバイスが何らかの確率または信頼度レベル（例えば、６７％ま
たは９５％）でロケートされることが予想される（地理的にまたはシビック形式のいずれ
かで定義される）エリアまたはボリュームとして表されうる。モバイルデバイスのロケー
ションはさらに、例えば、地理的に、またはシビックの用語（civic terms）で、あるい
は地図、フロアプランまたは建物プラン上に示された地点、エリアまたはボリュームへの
参照によって定義されうる、既知のロケーションにおける何らかの原点に対して定義され
た相対的Ｘ、Ｙ（およびＺ）座標または方向および距離を備える相対的ロケーションであ
りうる。ここに包含されている説明では、ロケーションという用語の使用は、そうでない
と示されない限り、これらの変形の任意のものを備えうる。
【００２５】
　[0032]ウェアラブルデバイス１００は、例えば、ユーザがウェアラブルデバイス１００
でＥ９１１呼を掛けた、またはＳＭＳテキストトゥ９１１メッセージを送った後に、ロケ
ーションセッションを要求しうる、またはモバイルデバイスが、そうでない場合には、非
緊急ロケーションセッションを要求する。モバイル局１１０は、例えば、ローカルトラン
シーバ１２０、１３０を介して、ウェアラブルデバイス１００からロケーションセッショ
ンを求める要求を受信し、およびＥ９１１呼を掛けるか、またはテキストトゥ９１１メッ
セージを送り、およびこのことから、例えば、セルラトランシーバ１５０を介して、緊急
ロケーションセッションを開始するか、または、そうでない場合には、非緊急ロケーショ
ンセッションを開始する。典型的に、モバイル局１１０が緊急または非緊急ロケーション
セッションを開始したことから、モバイル局１１０からの位置情報は、ロケーションセッ
ション中で使用されることになる。しかしながら、モバイル局１１０がウェアラブルデバ
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イス１００に近接していない場合、モバイル局１１０からの位置情報は、ロケーションセ
ッション中で使用されるべきではない。例えば、ユーザとウェアラブルデバイス１００と
がモバイル局１１０付近にない場合、ロケーションセッション中でのモバイル局１１０か
らの位置情報の使用は、ユーザについての不正確な位置フィックスをもたらすことになり
、それはその後、緊急応答機関（ＰＳＡＰ）またはロケーションサーバにレポートされう
る。
【００２６】
　[0033]それ故に、モバイル局１１０は、モバイル局１１０についてのロケーションフィ
ックスがウェアラブルデバイス１００についてのロケーションフィックスとして使用され
うるか、または使用されないことがありうるか、すなわち、ウェアラブルデバイス１００
がモバイル局１１０に近接しているかどうか、を決定する。モバイル局１１０が、ウェア
ラブルデバイス１００がモバイル局１１０に近接していないと決定する場合、ロケーショ
ンセッションを開始した後に、信号１７８を介したＳＰＳシステム１８０からのデータ、
セルラトランシーバ１５０とのリンク１４８またはローカルトランシーバ１３０とのリン
ク１２８からのデータを含む、モバイル局１１０からの位置情報は、ウェアラブルデバイ
ス１００のためのロケーションセッション中で使用されない。代わりに、モバイル局１１
０は、ウェアラブルデバイス１００から位置情報、例えば、信号１７９を介してＳＰＳシ
ステム１８０からウェアラブルデバイス１００によって獲得されるデータ、あるいはロー
カルトランシーバ１２０とのリンク１１８またはセルラトランシーバ１５２からのリンク
１５１から獲得されるデータ、カメラ、慣性センサ、圧力センサ、等を含むセンサからの
データ、もしくはウェアラブルデバイス１００によって決定される位置フィックスを受信
しえ、およびロケーションサーバ１７０にウェアラブルデバイス１００からの位置情報を
送信しうる。代替として、ロケーションセッションを開始した後に、モバイル局１１０は
、ロケーションセッションからドロップしえ、ウェアラブルデバイス１００にローカルト
ランシーバ１２０とのリンク１１８またはセルラ送信機１５２とのリンク１５１を通じて
ロケーションセッション中にロケーションサーバ１７０とワイヤレスに通信させる。
【００２７】
　[0034]図２は、モバイル局１１０およびロケーションサーバ１７０を使用するウェアラ
ブルデバイス１００のためのロケーションセッションを例示する呼フローである。ステッ
プＡにおいて、ウェアラブルデバイス１００は、モバイル局１１０にロケーションセッシ
ョンを求める要求を送る。モバイル局１１０にワイヤレスに送信されるロケーションセッ
ションを求める要求は、例として、ウェアラブルデバイス１００で非常呼を掛ける、例え
ば、９１１をダイアルするか、またはＳＭＳテキストトゥ９１１メッセージを送ることか
らでありうる。非常呼がモバイル局１１０によって完了すると、緊急ロケーションセッシ
ョンが自動的に開始され、それは、緊急呼を掛けることが、ここではロケーションセッシ
ョンを求める要求であると見なされる理由である。ロケーションセッションは代替として
、非緊急ロケーションセッションでありえ、それは、ウェアラブルデバイス１００中でナ
ビゲーションアプリケーションのような特定のアプリケーションを起動することの結果と
して要求されうる。
【００２８】
　[0035]モバイル局１１０は、ステップＢ中で、モバイル局１１０についてのロケーショ
ンフィックスがウェアラブルデバイス１００についてのロケーションフィックスとして使
用されうるか、または使用されないことがありうるか、すなわち、ウェアラブルデバイス
１００がモバイル局１１０に近接しているかどうか、を決定する。モバイル局１１０は、
モバイル局１１０とウェアラブルデバイス１００とがどのようにワイヤレスに接続される
かを決定することによって、モバイル局１１０についてのロケーションフィックスがウェ
アラブルデバイス１００についてのロケーションフィックスとして使用されうるか、また
は使用されないことがありうるかを決定しうる。例えば、モバイル局１１０とウェアラブ
ルデバイス１００とが、例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）のようなＷＰＡＮまた
は短距離通信技術を通じて直接ワイヤレスにリンクされる場合、モバイル局１１０とウェ
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アラブルデバイス１００とは、近接していなければならず、モバイル局１１０のロケーシ
ョンは、ウェアラブルデバイス１００のロケーションとして使用されうる。
【００２９】
　[0036]反対に、図２中に例示されているように、モバイル局１１０は、ウェアラブルデ
バイス１００がモバイル局１１０に近接していないと決定しえ、およびこのことから、モ
バイル局１１０についてのロケーションフィックスは、ウェアラブルデバイス１００につ
いてのロケーションフィックスとして使用されないことがありうる。例えば、モバイル局
１１０は、ウェアラブルデバイス１００とモバイル局１１０とが互いに直接ワイヤレスに
リンクされていないと決定しうる。１つのインプリメンテーションでは、例えば、モバイ
ル局１１０は、ウェアラブルデバイス１００とモバイル局１１０とが、例えば、Ｂｌｕｅ
ｔｏｏｔｈ（登録商標）のようなＷＰＡＮまたは短距離通信技術を通じて互いに直接ワイ
ヤレスにリンクされていないと決定しうる。いくつかのインプリメンテーションでは、図
１中のリンク１１８および１１９によって例示されているように、モバイル局１１０とウ
ェアラブルデバイス１００とがＷＬＡＮ中の同じローカルトランシーバを通じてワイヤレ
スにリンクされている場合であっても、モバイル局１１０は、ウェアラブルデバイス１０
０がモバイル局１１０に近接していないと、例えば、それらが、例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏ
ｔｈ（登録商標）のようなＷＰＡＮまたは短距離通信技術を通じて直接ワイヤレスにリン
クされていない場合には、決定しうる。モバイル局１１０はまた、モバイル局１１０とウ
ェアラブルデバイス１００とがＷＬＡＮ中の同じローカルトランシーバを通じてワイヤレ
スにリンクされていない場合に、ウェアラブルデバイス１００がモバイル局１１０に近接
していないと決定しうる。モバイル局１１０は代替として、モバイル局１１０上のセンサ
をモニタするといったような間接的な手段を使用して、ウェアラブルデバイス１００がモ
バイル局１１０に近接しているかどうかを決定しうる。例えば、モバイル局１１０上の動
きセンサは、ウェアラブルデバイス１００からのロケーションセッション要求がなされた
ときに、または、例えば、ロケーション要求に先行する時間期間にわたって、モバイル局
１１０が移動しなかったことを示しえ、それは、モバイル局１１０が持たれていない、ま
たはウェアラブルデバイス１００のユーザの人の上にないことを示す。別の例では、ウェ
アラブルデバイス１００およびモバイル局１１０からのカメラセンサは、例えば、光レベ
ル、画像中にキャプチャされたオブジェクト、または画像から抽出された特徴を含む画像
データの比較を通じて、モバイル局１１０がウェアラブルデバイス１００と同じ環境中に
あるかどうかを決定するために使用されうる。
【００３０】
　[0037]ステップＣでは、モバイル局１１０は、ロケーションセッションを開始するため
のメッセージをロケーションサーバ１７０に送る。ロケーションセッションは、ＳＵＰＬ
、ＬＰＰ、およびＬＰＰｅタイプのロケーションセッションを含む任意の適切なタイプの
ロケーションセッションでありうる。例示されているように、モバイル局１１０は、ステ
ップＤ中でウェアラブルデバイス１００に位置情報を要求しえ、およびステップＥ中でウ
ェアラブルデバイス１００から位置情報を受信しうる。例として、ウェアラブルデバイス
１００からの位置情報は、ＳＰＳシステム１８０からウェアラブルデバイス１００によっ
て獲得されるデータを含みうる。ＳＰＳシステム１８０から獲得されるデータは、例えば
、ＳＰＳデータを使用してウェアラブルデバイス１００によって決定される位置フィック
スまたは測定データでありうる。位置情報はまた、あるいは代替として、ローカルトラン
シーバ１２０によって例示されているＷＰＡＮまたはＷＬＡＮ、あるいはセルラトランシ
ーバ１５２によって例示されているＷＷＡＮから獲得されるデータ、ならびにカメラ、慣
性センサ、圧力センサを含むセンサからのデータ、ウェアラブルデバイス１００によって
決定される位置フィックス、もしくは前述の任意の組み合わせでありうる。例えば、位置
情報は、アクセスポイント、ルータ、ブリッジ、フェムトセル、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ送信
機、ピコセル、スモールセル、無線周波数識別（ＲＦＩＤ）、および可視光通信（ＶＬＣ
）、基地局、またはそれらの組み合わせのうちの１つまたは複数からの受信信号強度イン
ジケータ（ＲＳＳＩ）および／またはラウンドトリップ時間（ＲＴＴ）測定値でありうる
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。加えて、ウェアラブルデバイス１００は、例えば、位置フィックスを決定するために、
データのうちの一部分または全てを処理しえ、および位置フィックスは、ステップＥ中で
モバイル局１１０に位置情報として送信されうる。追加のデータは、ウェアラブルデバイ
ス１００にまたはウェアラブルデバイス１００から提供されうることが理解されるべきで
ある。例えば、モバイル局１１０は、ロケーションサーバ１７０から支援データを取得し
え、およびステップＤ中での位置情報を求める要求より前に、または要求とともに、ウェ
アラブルデバイス１００に支援データを提供しうる。
【００３１】
　[0038]ステップＦでは、モバイル局１１０は、ロケーションサーバ１７０にウェアラブ
ルデバイス１００からの位置情報を送信する。ロケーションサーバ１７０に送信される位
置情報は、ウェアラブルデバイス１００から受信される同じ位置情報でありえ、またはモ
バイル局１１０は、例えば、位置フィックスを決定するために、データのうちの一部分ま
たは全てを処理しえ、および位置フィックスは、ロケーションサーバ１７０に位置情報と
して送信されうる。ステップＧでは、ロケーションサーバ１７０は、ステップＦ中でモバ
イル局から受信された位置情報を使用して位置フィックスを決定し（それはウェアラブル
デバイス１００またはモバイル局１１０によって決定されなかったと想定する）、および
ロケーションセッションは、ステップＨ中で終了されうる。
【００３２】
　[0039]図３は、モバイル局１１０およびロケーションサーバ１７０を使用するウェアラ
ブルデバイス１００のためのロケーションセッションを例示する別の呼フローである。図
２の呼フローと同様に、ウェアラブルデバイス１００は、ステップＡ中でモバイル局１１
０にロケーションセッションを求める要求を送り、およびモバイル局１１０は、ステップ
Ｂ中で、ウェアラブルデバイス１００がモバイル局１１０に近接していないと決定しえ、
およびこのことから、モバイル局１１０についてのロケーションフィックスは、ウェアラ
ブルデバイス１００についてのロケーションフィックスとして使用されないことがありう
る。
【００３３】
　[0040]ステップＣでは、モバイル局１１０は、ウェアラブルデバイス１００とロケーシ
ョンサーバ１７０との間でのロケーションセッションを開始するためのメッセージをロケ
ーションサーバ１７０に送る。このことから、モバイル局１１０は、ロケーションサーバ
１７０とのロケーションセッションを開始するが、ウェアラブルデバイス１００にロケー
ションセッションをパスオフする（passes the location session off to）。ウェアラブ
ルデバイス１００はその後、例えば、ローカルトランシーバ１２０またはセルラトランシ
ーバ１５２を介して、ロケーションサーバ１７０とのロケーションセッションを遂行する
。モバイル局１１０は、ステップＤ中で、例示されているように、ロケーションセッショ
ンからドロップしうる。
【００３４】
　[0041]ロケーションサーバ１７０は、ステップＥ中でウェアラブルデバイス１００に位
置情報を要求しえ、およびステップＦ中でウェアラブルデバイス１００から位置情報を受
信しうる。上述されたように、ウェアラブルデバイス１００からの位置情報は、測定値ま
たは位置フィックスを含む、ＳＰＳシステム１８０からウェアラブルデバイス１００によ
って獲得されるデータを含みうる、および／または、ローカルトランシーバ１２０によっ
て例示されているＷＰＡＮまたはＷＬＡＮ、あるいはセルラトランシーバ１５２によって
例示されているＷＷＡＮから獲得されるデータ、ならびにカメラ、慣性センサ、圧力セン
サ、等を含むセンサからのデータ、もしくはそれらの組み合わせ、あるいはウェアラブル
デバイス１００によって決定される位置フィックスを含みうる。位置情報は、アクセスポ
イント、ルータ、ブリッジ、フェムトセル、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ送信機、ピコセル、スモ
ールセル、無線周波数識別（ＲＦＩＤ）、および可視光通信（ＶＬＣ）、基地局、または
それらの組み合わせのうちの１つまたは複数からのＲＳＳＩおよびＲＴＴ測定値を含みう
る。ウェアラブルデバイス１００は、例えば、位置フィックスを決定するために、データ
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のうちの一部分または全てを処理しえ、および位置フィックスは、ステップＥ中でモバイ
ル局１１０に位置情報として送信されうる。追加のデータは、ウェアラブルデバイス１０
０にまたはウェアラブルデバイス１００から提供されうることが理解されるべきである。
ロケーションサーバ１７０は、ステップＥ中での位置情報を求める要求より前に、または
要求とともに、ウェアラブルデバイス１００に支援データを提供しうる。
【００３５】
　[0042]ステップＧでは、ロケーションサーバ１７０は、ステップＦ中でモバイル局から
受信された位置情報を使用して位置フィックスを決定し（ウェアラブルデバイス１００に
よって以前に決定されなかった場合）、およびロケーションセッションは、ステップＨ中
で終了されうる。
【００３６】
　[0043]図４は、ウェアラブルデバイスのためのロケーション決定の方法を例示するフロ
ーチャートである。例示されているように、ウェアラブルデバイスからのロケーションセ
ッションを開始することを求める要求は、モバイル局によって受信され、モバイル局は、
ウェアラブルデバイスとワイヤレスにリンクされる（２０２）。ウェアラブルデバイスか
らのロケーションセッションを開始することを求める要求は、例えば、ウェアラブルデバ
イスからの緊急呼でありうる。
【００３７】
　[0044]モバイル局は、モバイル局についてのロケーションフィックスがウェアラブルデ
バイスについてのロケーションフィックスとして使用されないことがありうると決定する
（２０４）。上述されたように、モバイル局は、ウェアラブルデバイスがモバイル局に近
接していないことから、モバイル局についてのロケーションフィックスがウェアラブルデ
バイスについてのロケーションフィックスとして使用されないことがありうると決定しう
る。例えば、モバイル局は、ウェアラブルデバイスとモバイル局とが互いに直接ワイヤレ
スにリンクされていないと決定しうる。例えば、モバイル局は、ウェアラブルデバイスと
モバイル局とが、例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）のようなＷＰＡＮまたは短距
離通信技術を通じて直接ワイヤレスにリンクされていないと決定しうる。いくつかのイン
プリメンテーションでは、モバイル局とウェアラブルデバイスとがＷＬＡＮ中の同じロー
カルトランシーバを通じてワイヤレスにリンクされている場合であっても、モバイル局は
、ウェアラブルデバイスがモバイル局に近接していないと、例えば、それらが、例えば、
Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）のようなＷＰＡＮまたは短距離通信技術を通じて直接ワ
イヤレスにリンクされていない場合には、決定しうる。モバイル局はまた、モバイル局と
ウェアラブルデバイスとがＷＬＡＮ中の同じローカルトランシーバを通じてワイヤレスに
リンクされていない場合に、ウェアラブルデバイスがモバイル局に近接していないと決定
しうる。例えば、動きセンサは、モバイル局が、例えば、ロケーションセッションを開始
することを求める要求が受信された時間において、またはその要求が受信される前の期間
にわたってユーザによって持たれていないと決定するために使用されうる。別の例では、
カメラセンサは、例えば、光レベル、画像中にキャプチャされたオブジェクト、または画
像から抽出された特徴を含むウェアラブルデバイスからの画像データの比較を通じて、モ
バイル局がウェアラブルデバイスと同じ環境中にないと決定するために使用されうる。
【００３８】
　[0045]モバイル局は、ロケーションサーバとのウェアラブルデバイスのためのロケーシ
ョンセッションを開始し、ここにおいて、ウェアラブルデバイスのためのロケーションセ
ッションは、モバイル局からの位置情報を使用しない（２０６）。
【００３９】
　[0046]図５は、ウェアラブルデバイスのためのロケーション決定の別の方法を例示する
フローチャートである。図５中に例示されている方法は、図４中に例示されている方法と
同様であり、同様の指定された要素は、同じである。加えて、モバイル局は、ウェアラブ
ルデバイスから位置情報を受信し（２０８）、およびロケーションサーバにウェアラブル
デバイスからの位置情報を送信する（２１０）。ウェアラブルデバイスからの位置情報は
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、例えば、ＷＰＡＮデータ、ＷＬＡＮデータ、ＷＷＡＮデータまたはＳＰＳデータ、なら
びにカメラ、慣性センサ、圧力センサ、等を含むセンサからのデータ、もしくはそれらの
組み合わせ、あるいはウェアラブルデバイスによって決定される位置フィックスでありう
る。例えば、位置情報は、アクセスポイント、ルータ、ブリッジ、フェムトセル、Ｂｌｕ
ｅｔｏｏｔｈ送信機、ピコセル、スモールセル、無線周波数識別（ＲＦＩＤ）、可視光通
信（ＶＬＣ）、または基地局あるいはそれらの組み合わせのうちの１つまたは複数からの
受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）またはラウンドトリップ時間（ＲＴＴ）測定値の
うちの少なくとも１つでありうる。
【００４０】
　[0047]図６は、ウェアラブルデバイスのためのロケーション決定の別の方法を例示する
フローチャートである。図６中に例示されている方法は、図４中に例示されている方法と
同様であり、同様の指定された要素は、同じである。加えて、モバイル局は、ロケーショ
ンセッションからドロップしえ、ウェアラブルデバイスにモバイル局の支援なしにロケー
ションセッション中にロケーションサーバと直接ワイヤレスに通信させ、例えば、ウェア
ラブルデバイスは、ＷＬＡＮネットワークまたはＷＷＡＮネットワークを通じてロケーシ
ョンサーバと通信しうる（２１２）。
【００４１】
　[0048]図７は、上述されたようなウェアラブルデバイスのためのロケーション決定の方
法を遂行することが可能であるモバイル局１１０のブロック図である。モバイル局１１０
は、例えば、いくつかの実施形態では、（図１中に示されている）ロケーションサーバ１
７０と通信するための（図１中に示されている）セルラトランシーバ１５０のような、Ｗ
ＷＡＮ送信機とワイヤレスに通信するためのＷＷＡＮトランシーバ７１０を含みうる。モ
バイル局１１０は、例えば、（図１中に示されている）ウェアラブルデバイス１００と、
およびいくつかの実施形態では、（図１中に示されている）ロケーションサーバ１７０と
通信するための（図１中に示されている）ローカルトランシーバ１３０のような、ＷＬＡ
Ｎ送信機とワイヤレスに通信するためのＷＬＡＮトランシーバ７２０を含みうる。モバイ
ル局１１０は、短距離短距離通信技術を使用して（図１中に示されている）ウェアラブル
デバイス１００のような他のデバイスとワイヤレスに通信するためのＷＰＡＮトランシー
バ７２５を含みうる。モバイル局１１０は、ＷＷＡＮトランシーバ７１０、ＷＬＡＮトラ
ンシーバ７２０およびＷＰＡＮトランシーバ７２５とともに使用されうる１つまたは複数
のアンテナ７３０を含みうる。モバイル局１１０は、カメラまたは光検出器でありうるカ
メラセンサ７４０、および加速度計、ジャイロスコープ、電子コンパス、磁力計、圧力セ
ンサ（例えば、気圧計）、等のような１つまたは複数の動きセンサ７４５を含みうる。モ
バイル局１１０はさらに、（図１中に示されている）ＳＰＳシステム１８０からＳＰＳデ
ータを受信するためのＳＰＳ受信機７６０を含みうる。モバイル局１１０はさらに、例え
ば、ユーザがモバイル局１１０とインターフェースしうる、ディスプレイ、キーパッド、
またはディスプレイ上の仮想キーパッドのような他の入力デバイスを含みうるユーザイン
ターフェース７５０を含みうる。
【００４２】
　[0049]モバイル局１１０はさらに、メモリ７７０および１つまたは複数のプロセッサ７
８０を含み、それらは、バス７７２を用いて互いに結合されうる。１つまたは複数のプロ
セッサ７８０およびモバイル局１１０の他のコンポーネントは同様に、バス７７２、別個
のバスを用いて互いに結合されうるか、あるいは互いに直接接続されうるか、または前述
の組み合わせでありうる。メモリ７７０は、１つまたは複数のプロセッサ７８０によって
実行されると、１つまたは複数のプロセッサに、ここに開示されているアルゴリズムを遂
行するようにプログラムされた特殊用途コンピュータとして動作することを行わせる実行
可能コードまたはソフトウェア命令を包含しうる。
【００４３】
　[0050]図７中に例示されているように、１つまたは複数のプロセッサ７８０は、ここに
説明されているような方法をインプリメントする１つまたは複数の処理ユニットまたはコ
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ンポーネントを含みうる。例えば、１つまたは複数のプロセッサ７８０は、モバイル局１
１０についてのロケーションフィックスがウェアラブルデバイス１００についてのロケー
ションフィックスとして使用されうるかどうか、すなわち、ウェアラブルデバイス１００
がモバイル局１１０に近接しているかどうか、を決定するための近接決定ユニット７８２
を含みうる。要求されたロケーションセッションを受信した後で、近接決定ユニット７８
２は、ウェアラブルデバイス１００がモバイル局１１０に近接しているかどうかを決定す
ることによって、モバイル局１１０についてのロケーションフィックスがウェアラブルデ
バイス１００についてのロケーションフィックスとして使用されうるかどうかを決定する
。近接決定ユニット７８２は、例えば、ＷＰＡＮトランシーバ７２５を通じて、モバイル
局１１０がウェアラブルデバイス１００に直接ワイヤレスにリンクされているかどうか、
または、例えば、ワイヤレスメッセージ中に含まれているアクセスポイントのＭＡＣアド
レスに基づいてＷＬＡＮトランシーバ７２０が接続される同じアクセスポイントを通じて
、モバイル局１１０がウェアラブル１００にワイヤレスにリンクされているかどうかを決
定しうる。近接決定ユニット７８２は加えてまたは代替として、センサからのデータに基
づいて、ウェアラブルデバイス１００がモバイル局１１０に近接しているかどうかを決定
しうる。例えば、近接決定ユニット７８２は、例えば、ロケーションセッションを求める
要求がウェアラブルデバイス１００から送られたときに（または送られる前の所定の時間
期間にわたって）モバイル局１１０が移動しなかったことを示す、加速度計、ジャイロス
コープ、等のような動きセンサ７４５からのデータに基づいて、モバイル局１１０がウェ
アラブルデバイス１００のユーザによって持たれていないと決定しうる。別の例では、近
接決定ユニット７８２は、例えば、カメラセンサ７４０からのカメラデータを、光レベル
、画像中にキャプチャされたオブジェクト、または画像から抽出された特徴を含む、ウェ
アラブルデバイス１００から受信されたカメラデータと比較することによって、カメラセ
ンサ７４０からのデータに基づいて、モバイル局１１０がウェアラブルデバイス１００と
同じ環境中にないと決定しうる。
【００４４】
　[0051]１つまたは複数のプロセッサ７８０はさらに、ロケーションセッション開始ユニ
ット７８４を含みえ、それは、ＷＷＡＮトランシーバ７１０またはＷＬＡＮトランシーバ
７２０のようなワイヤレストランシーバを通じてロケーションサーバ１７０とのウェアラ
ブルデバイス１００のためのロケーションセッションを開始し、ここにおいて、ウェアラ
ブルデバイスのためのロケーションセッションは、モバイル局１１０についてのロケーシ
ョンフィックスがウェアラブルデバイス１００についてのロケーションフィックスとして
使用されないことがありうる、すなわち、ウェアラブルデバイス１００がモバイル局１１
０に近接していない、と近接決定ユニット７８２が決定するときに、モバイル局からの位
置情報を使用しない。ロケーションセッション開始ユニット７８４は、例えば、ウェアラ
ブルデバイス１００によって要求されるように、非常呼を掛け、および非常ロケーション
セッションを開始しうるか、またはそうでない場合は、非緊急ロケーションセッションを
開始しうる。
【００４５】
　[0052]１つまたは複数のプロセッサ７８０はさらに、例えば、ＷＬＡＮトランシーバ７
２０を介してウェアラブルデバイス１００から位置情報を取得し、およびウェアラブルデ
バイス１００がモバイル局１１０に近接していないと近接決定ユニット７８２が決定した
ときに、ＷＷＡＮトランシーバ７１０またはＷＬＡＮトランシーバ７２０のようなワイヤ
レストランシーバに、ロケーションサーバ１７０にウェアラブルデバイス１００からの位
置情報を送信することを行わせる位置情報パススルーユニット７８６を含みうる。ウェア
ラブルデバイス１００からの位置情報は、例えば、ＷＰＡＮ、ＷＬＡＮ、ＷＷＡＮデータ
、ＳＰＳデータ、ならびにカメラ、慣性センサ、圧力センサ、等を含むセンサからのデー
タ、もしくはそれらの組み合わせ、あるいはウェアラブルデバイス１００によって決定さ
れる位置フィックスでありうる。位置情報は、アクセスポイント、ルータ、ブリッジ、フ
ェムトセル、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ送信機、ピコセル、スモールセル、無線周波数識別（Ｒ
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ＦＩＤ）、および可視光通信（ＶＬＣ）または基地局、あるいはそれらの組み合わせのう
ちの１つまたは複数からの受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）またはラウンドトリッ
プ時間（ＲＴＴ）測定値のうちの少なくとも１つを含みうる。
【００４６】
　[0053]１つまたは複数のプロセッサ７８０はさらに、ロケーションセッションからモバ
イル局１１０をドロップし、ウェアラブルデバイス１００に、例えば、ＷＬＡＮまたはＷ
ＷＡＮネットワークを通じて、ロケーションセッション中にロケーションサーバ１７０と
ワイヤレスに通信させる、ロケーションセッションパスオフユニット７８８を含みうる。
【００４７】
　[0054]１つまたは複数のプロセッサ７８０はさらに、ウェアラブルデバイス１００につ
いての位置フィックスを決定するために、ウェアラブルデバイス１００から取得される位
置情報を使用しうる位置決定ユニット７８９を含みえ、それはその後、例えば、ＷＬＡＮ
またはＷＷＡＮネットワークを通じて、ロケーションセッション中にロケーションサーバ
１７０と直接ワイヤレスに通信されうる。
【００４８】
　[0055]ここに説明されている方法は、アプリケーションに依存して様々な手段によって
インプリメントされうる。例えば、これらの方法は、ハードウェア、ファームウェア、ソ
フトウェア、またはそれらの任意の組み合わせにおいてインプリメントされうる。ハード
ウェアインプリメンテーションの場合、１つまたは複数のプロセッサは、１つまたは複数
の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、デジタ
ル信号処理デバイス（ＤＳＰＤ）、プログラマブルロジックデバイス（ＰＬＤ）、フィー
ルドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プロセッサ、コントローラ、マイクロコ
ントローラ、マイクロプロセッサ、電子デバイス、ここに説明されている機能を遂行する
ように設計された他の電子ユニット、またはそれらの組み合わせ内においてインプリメン
トされうる。
【００４９】
　[0056]ファームウェアおよび／またはソフトウェアを伴うインプリメンテーションの場
合、方法は、ここに説明されている別個の機能を遂行するモジュール（例えば、プロシー
ジャ、機能、等）でインプリメントされうる。命令を有形に具現化する任意の機械可読媒
体は、ここに説明されている方法をインプリメントする際に使用されうる。例えば、ソフ
トウェアコードは、メモリ中に記憶され、および１つまたは複数のプロセッサユニットに
よって実行されえ、プロセッサユニットに、ここに開示されているアルゴリズムを遂行す
るようにプログラムされた特殊用途コンピュータとして動作することを行わせる。メモリ
は、プロセッサユニット内部またはプロセッサユニット外部においてインプリメントされ
うる。ここに使用される場合、「メモリ」という用語は、任意のタイプの長期、短期、揮
発性、不揮発性、または他のメモリを指し、任意の特定のタイプのメモリまたはメモリの
数、あるいはメモリが記憶される媒体のタイプに限定されるべきではない。
【００５０】
　[0057]ファームウェアおよび／またはソフトウェアにおいてインプリメントされる場合
、機能は、非一時的コンピュータ可読記憶媒体上に１つまたは複数の命令またはコードと
して記憶されうる。例は、データ構造を用いて符号化されたコンピュータ可読媒体とコン
ピュータプログラムを用いて符号化されたコンピュータ可読媒体とを含む。コンピュータ
可読媒体は、物理的コンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによってア
クセスされることができる任意の利用可能な媒体でありうる。限定ではなく例として、そ
のようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－
ＲＯＭまたは他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置、半導体記憶装置、または
他の記憶デバイス、あるいはデータ構造または命令の形態で所望されるプログラムコード
を記憶するために使用されることができ、且つコンピュータによってアクセスされること
ができる任意の他の媒体を備えることができ、ディスク（disk）およびディスク（disc）
は、ここに使用される場合、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（
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登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）
、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）、およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディス
ク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk）は通常、磁気的にデータを再生し、その一
方でディスク（disc）は、レーザーを用いて光学的にデータを再生する。上記の組み合わ
せもまた、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００５１】
　[0058]コンピュータ可読記憶媒体上への記憶に加えて、命令および／またはデータは、
通信装置中に含まれる送信媒体上における信号として提供されうる。例えば、通信装置は
、命令およびデータを示す信号を有するトランシーバを含みうる。命令およびデータは、
非一時的コンピュータ可読媒体、例えば、メモリ７７０上に記憶され、および１つまたは
複数のプロセッサに、ここに開示されているアルゴリズムを遂行するようにプログラムさ
れた特殊用途コンピュータとして動作することを行わせるように構成される。すなわち、
通信装置は、開示されている機能を遂行するための情報を示す信号を有する送信媒体を含
む。１回目では、通信装置中に含まれる送信媒体は、開示されている機能を遂行するため
の情報の第１の部分を含みえ、その一方で２回目では、通信装置中に含まれる送信媒体は
、開示されている機能を遂行するための情報の第２の部分を含みうる。
【００５２】
　[0059]このことから、モバイル局１１０は、モバイル局が、ウェアラブルデバイスから
ロケーションセッションを開始することを求める要求を受信するための手段を含み、モバ
イル局は、ウェアラブルデバイスとワイヤレスにリンクされ、それは、例えば、ＷＬＡＮ
トランシーバ７２０を含みうる。モバイル局１１０はさらに、モバイル局が、モバイル局
についてのロケーションフィックスがウェアラブルデバイスについてのロケーションフィ
ックスとして使用されないことがありうると決定するための手段を含みえ、それは、例え
ば、１つまたは複数のプロセッサ７８０の近接決定ユニット７８２を含みえ、およびさら
に、ＷＰＡＮトランシーバ７２５、ＷＬＡＮトランシーバ７２０、カメラセンサ７４０、
および動きセンサ７４５を含みうる。モバイル局１１０はさらに、モバイル局が、ロケー
ションサーバとのウェアラブルデバイスのためのロケーションセッションを開始するため
の手段を含みえ、ここにおいて、ウェアラブルデバイスのためのロケーションセッション
は、モバイル局からの位置情報を使用せず、それは、例えば、ロケーションセッション開
始ユニット７８４、ならびにＷＷＡＮトランシーバ７１０またはＷＬＡＮトランシーバ７
２０を含みうる。
【００５３】
　[0060]モバイル局１１０はさらに、モバイル局が、ウェアラブルデバイスから位置情報
を受信するための手段であって、それは、例えば、位置情報パススルーユニット７８６お
よびＷＬＡＮトランシーバ７２０を含みうる手段と、モバイル局が、ウェアラブルデバイ
スからの位置情報をロケーションサーバに送信するための手段であって、それは、例えば
、位置情報パススルーユニット７８６およびＷＷＡＮトランシーバ７１０またはＷＬＡＮ
トランシーバ７２０を含みうる手段とを含みうる。
【００５４】
　[0061]モバイル局１１０はさらに、ロケーションサーバからモバイル局をドロップし、
ウェアラブルデバイスに、例えば、ＷＬＡＮまたはＷＷＡＮネットワークを通じて、ロケ
ーションセッション中にロケーションサーバと直接ワイヤレスに通信させるための手段を
含みえ、それは、例えば、ロケーションセッションパスオフユニット７８８を含みうる。
【００５５】
　[0062]モバイル局１１０はさらに、ウェアラブルデバイスが短距離通信技術を通じてモ
バイル局に直接ワイヤレスにリンクされていないと決定するための手段を含みえ、それは
、例えば、１つまたは複数のプロセッサ７８０の近接決定ユニット７８２およびＷＰＡＮ
トランシーバ７２５を含みうる。モバイル局１１０はさらに、ウェアラブルデバイスがＷ
ＬＡＮネットワーク中の同じアクセスポイントを通じてモバイル局にワイヤレスにリンク
されていないと決定するための手段を含みえ、それは、例えば、１つまたは複数のプロセ
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ッサ７８０の近接決定ユニット７８２およびＷＬＡＮトランシーバ７２０を含みうる。
【００５６】
　[0063]図８は、上述されたようなウェアラブルデバイスのためのロケーション決定の方
法を遂行するためにモバイル局１１０と通信することが可能であるウェアラブルデバイス
１００のブロック図である。ウェアラブルデバイス１００は、例えば、（図１中に示され
ている）モバイル局１１０ １００と、およびいくつかの実施形態では、（図１中に示さ
れている）ロケーションサーバ１７０と通信するための（図１中に示されている）ローカ
ルトランシーバ１２０のような、ＷＬＡＮ送信機とワイヤレスに通信するためのＷＬＡＮ
トランシーバ８２０を含みうる。ウェアラブルデバイス１００は、短距離短距離通信技術
を使用して（図１中に示されている）モバイル局１１０のような他のデバイスとワイヤレ
スに通信するためのＷＰＡＮトランシーバ８２５を含みうる。ウェアラブルデバイス１０
０は、例えば、いくつかの実施形態では、（図１中に示されている）ロケーションサーバ
１７０と通信するための（図１中に示されている）セルラトランシーバ１５２のような、
ＷＷＡＮ送信機とワイヤレスに通信するためのＷＷＡＮトランシーバ８１０を含みうる。
ウェアラブルデバイス１００は、ＷＬＡＮトランシーバ８２０およびＷＰＡＮトランシー
バ８２５、およびＷＷＡＮトランシーバ８１０（含まれる場合）とともに使用されうる１
つまたは複数のアンテナ８３０を含みうる。ウェアラブルデバイス１００は、カメラまた
は光センサ、動きセンサ、慣性センサ、圧力センサ、等のようなセンサ８４０を含みうる
。ウェアラブルデバイス１００はさらに、（図１中に示されている）ＳＰＳ衛星１８０か
らＳＰＳデータを受信するためのＳＰＳ受信機８６０を含みうる。ウェアラブルデバイス
１００はさらに、例えば、ユーザがウェアラブルデバイス１００とインターフェースしう
る、ディスプレイ、キーパッド、またはディスプレイ上の仮想キーパッドのような他の入
力デバイスを含みうるユーザインターフェース８５０を含みえ、ウェアラブルデバイス１
００に、例えば、位置フィックスを必要とするナビゲーションアプリケーションのような
アプリケーションを起動するか、または非常呼を掛けることによって、モバイル局１１０
にロケーションセッションを求める要求を送ることを行わせうる。
【００５７】
　[0064]ウェアラブルデバイス１００はさらに、メモリ８７０および１つまたは複数のプ
ロセッサ８８０を含み、それらは、バス８７２を用いて互いに結合されうる。１つまたは
複数のプロセッサ８８０およびウェアラブルデバイス１００の他のコンポーネントは同様
に、バス８７２、別個のバスを用いて互いに結合されうるか、あるいは互いに直接接続さ
れうるか、または前述の組み合わせでありうる。メモリ８７０は、１つまたは複数のプロ
セッサ８８０によって実行されると、１つまたは複数のプロセッサに、ここに開示されて
いるアルゴリズムを遂行するようにプログラムされた特殊用途コンピュータとして動作す
ることを行わせる実行可能コードまたはソフトウェア命令を包含しうる。
【００５８】
　[0065]図８中に例示されているように、１つまたは複数のプロセッサ８８０は、ここに
説明されているような方法をインプリメントする１つまたは複数の処理ユニットまたはコ
ンポーネントを含みうる。例えば、１つまたは複数のプロセッサ８８０は、例えば、モバ
イル局１１０がロケーションセッションからドロップした後に、ウェアラブルデバイス１
００についての位置フィックスを決定すべくロケーションサーバ１７０と通信するために
、またはロケーションセッションを要求するために、モバイル局１１０に、例えば、ＷＬ
ＡＮトランシーバ８２０またはＷＷＡＮトランシーバ８１０を介して通信することが可能
であるロケーションセッションユニット８８２を含みうる。１つまたは複数のプロセッサ
８８０はさらに、位置情報を決定するために、ＷＬＡＮトランシーバ８２０および／また
はＷＷＡＮトランシーバ８１０を使用してＲＳＳＩおよび／またはＲＴＴ測定を遂行する
ためのＲＳＳＩユニット８８４およびＲＴＴユニット８８６を含みうる。１つまたは複数
のプロセッサ８８０はさらに、位置情報を決定するために、ＳＰＳ受信機８６０を使用し
てＳＰＳ測定値を生成するためのＳＰＳユニット８８８を含みうる。１つまたは複数のプ
ロセッサ８８０はさらに、位置情報として、光レベル、画像中にキャプチャされたオブジ
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ェクト、または画像から抽出された特徴のようなデータをセンサ８４０から収集するセン
サ情報ユニット８９０を含みうる。１つまたは複数のプロセッサ８８０はさらに、位置フ
ィックスを決定するために、獲得されたデータを使用する位置決定ユニット８９５を含み
え、それは、位置情報でありうる。位置情報は、ＷＬＡＮトランシーバ８２０またはＷＷ
ＡＮトランシーバ８１０を使用してモバイル局１１０またはロケーションサーバ１７０に
送信されうる。
【００５９】
　[0066]上述されたように、ここに説明されている方法は、アプリケーションに依存して
様々な手段によってインプリメントされうる。例えば、これらの方法は、ハードウェア、
ファームウェア、ソフトウェア、またはそれらの任意の組み合わせにおいてインプリメン
トされうる。ハードウェアインプリメンテーションの場合、１つまたは複数のプロセッサ
は、１つまたは複数の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、デジタルシグナルプロセッサ
（ＤＳＰ）、デジタル信号処理デバイス（ＤＳＰＤ）、プログラマブルロジックデバイス
（ＰＬＤ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プロセッサ、コント
ローラ、マイクロコントローラ、マイクロプロセッサ、電子デバイス、ここに説明されて
いる機能を遂行するように設計された他の電子ユニット、またはそれらの組み合わせ内に
おいてインプリメントされうる。
【００６０】
　[0067]ファームウェアおよび／またはソフトウェアを伴うインプリメンテーションの場
合、方法は、ここに説明されている別個の機能を遂行するモジュール（例えば、プロシー
ジャ、機能、等）でインプリメントされうる。命令を有形に具現化する任意の機械可読媒
体は、ここに説明されている方法をインプリメントする際に使用されうる。例えば、ソフ
トウェアコードは、メモリ中に記憶され、および１つまたは複数のプロセッサユニットに
よって実行されえ、プロセッサユニットに、ここに開示されているアルゴリズムを遂行す
るようにプログラムされた特殊用途コンピュータとして動作することを行わせる。メモリ
は、プロセッサユニット内部またはプロセッサユニット外部においてインプリメントされ
うる。ここに使用される場合、「メモリ」という用語は、任意のタイプの長期、短期、揮
発性、不揮発性、または他のメモリを指し、任意の特定のタイプのメモリまたはメモリの
数、あるいはメモリが記憶される媒体のタイプに限定されるべきではない。
【００６１】
　[0068]ファームウェアおよび／またはソフトウェアにおいてインプリメントされる場合
、機能は、非一時的コンピュータ可読記憶媒体上に１つまたは複数の命令またはコードと
して記憶されうる。例は、データ構造を用いて符号化されたコンピュータ可読媒体とコン
ピュータプログラムを用いて符号化されたコンピュータ可読媒体とを含む。コンピュータ
可読媒体は、物理的コンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによってア
クセスされることができる任意の利用可能な媒体でありうる。限定ではなく例として、そ
のようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは
他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置、半導体記憶装置、または他の記憶デバ
イス、あるいはデータ構造または命令の形態で所望されるプログラムコードを記憶するた
めに使用されることができ、且つコンピュータによってアクセスされることができる任意
の他の媒体を備えることができ、ディスク（disk）およびディスク（disc）は、ここに使
用される場合、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（disc）、光デ
ィスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピーディスク（di
sk）、およびＢｌｕ－ｒａｙディスク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk）は通常
、磁気的にデータを再生し、その一方でディスク（disc）は、レーザーを用いて光学的に
データを再生する。上記の組み合わせもまた、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる
べきである。
【００６２】
　[0069]コンピュータ可読記憶媒体上への記憶に加えて、命令および／またはデータは、
通信装置中に含まれる送信媒体上における信号として提供されうる。例えば、通信装置は
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、命令およびデータを示す信号を有するトランシーバを含みうる。命令およびデータは、
非一時的コンピュータ可読媒体、例えば、メモリ７７０上に記憶され、および１つまたは
複数のプロセッサに、ここに開示されているアルゴリズムを遂行するようにプログラムさ
れた特殊用途コンピュータとして動作することを行わせるように構成される。すなわち、
通信装置は、開示されている機能を遂行するための情報を示す信号を有する送信媒体を含
む。１回目では、通信装置中に含まれる送信媒体は、開示されている機能を遂行するため
の情報の第１の部分を含みえ、その一方で２回目では、通信装置中に含まれる送信媒体は
、開示されている機能を遂行するための情報の第２の部分を含みうる。
【００６３】
　[0070]「一例」、「ある例」、「ある特定の例」、または「例証的なインプリメンテー
ション」へのこの明細書全体を通じた参照は、特徴および／または例に関連して説明され
ている特定の特徴、構造、または特性が、特許請求される主題のうちの少なくとも１つの
特徴および／または例に含まれうることを意味する。このことから、この明細書全体を通
じた様々な場所における「一例では」、「ある例」、「ある特定の例では」または「ある
特定のインプリメンテーションでは」というフレーズ、あるいは他の同様のフレーズの出
現は、必ずしも全てが同じ特徴、例、および／または限定を指しているわけではない。さ
らに、特定の特徴、構造、または特性は、１つまたは複数の例および／または特徴におい
て組み合わされうる。
【００６４】
　[0071]ここに含まれている詳細な説明のいくつかの部分は、特定の装置あるいは特殊用
途コンピューティングデバイスまたはプラットフォームのメモリ内に記憶された２値デジ
タル信号に対する動作のアルゴリズムまたは記号表現（symbolic representations）の観
点から提示されている。この特定の明細書のコンテキストでは、特定の装置という用語ま
たは同様のものは、それがプログラムソフトウェアからの命令に準じて特定の動作を遂行
するようにプログラムされると、汎用コンピュータを含む。アルゴリズム記述または記号
表現は、信号処理または関連技術における当業者によって、他の当業者に彼らの研究の内
容（the substance of their work）を伝達するために使用される技法の例である。アル
ゴリズムはここで、および概して、所望される結果につながる首尾一貫したシーケンス（
a self-consistent sequence）の動作または同様の信号処理であると見なされる。このコ
ンテキストでは、動作または処理は、物理量の物理的操作を伴う。典型的に、ただ必ずし
もではないが、そのような量は、記憶、転送、組み合わせ、比較、またはそうでない場合
は操作されることが可能である電気信号または磁気信号の形態をとりうる。主に共通使用
の理由により、そのような信号をビット、データ、値、要素、シンボル、文字、用語、番
号、数字、または同様のものと呼ぶことは時に便利であることが証明されている。しかし
ながら、これらまたは同様の用語の全ては、適切な物理量と関連付けられるべきであり、
単に便利なラベルに過ぎないことが理解されるべきである。そうでないと具体的に記載さ
れない限り、ここでの論述から明らかであるように、この明細書全体を通じて、「処理す
る」、「計算する」、「算出する」、「決定する」、または同様のもののような用語を利
用する論述は、特殊用途コンピュータ、特殊用途コンピューティング装置または同様の特
殊用途電子コンピューティングデバイスのような特定の装置のアクションまたはプロセス
を指すことが認識される。この明細書のコンテキストでは、したがって、特殊用途コンピ
ュータまたは同様の特殊用途電子コンピューティングデバイスは、特殊用途コンピュータ
または同様の特殊用途電子コンピューティングデバイスのメモリ、レジスタ、または他の
情報記憶デバイス、送信デバイス、またはディスプレイデバイス内の物理的電子量または
磁気量として典型的に表される信号を操作または変換することが可能である。
【００６５】
　[0072]先行する詳細な説明では、数多くの特定の詳細が、特許請求される主題の完全な
理解を提供するために記載されてきた。しかしながら、特許請求される主題は、これらの
具体的な詳細なしに実施されうることが当業者によって理解されるであろう。他の事例で
は、当業者によって知られているであろう方法および装置は、特許請求される主題を曖昧
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【００６６】
　[0073]「および」、「または」、ならびに「および／または」という用語は、ここに使
用される場合、そのような用語が使用されるコンテキストに少なくとも部分的に依存する
こともまた予想される多様な意味を含みうる。典型的に、「または」がＡ、Ｂ、またはＣ
のようなリストを関連付けるために使用される場合、包括的な意味で使用されるならＡ、
Ｂ、およびＣを、ならびに排他的な意味で使用されるならＡ、Ｂ、またはＣを意味するこ
とを意図される。加えて、「１つまたは複数」という用語は、ここに使用される場合、単
数形で任意の特徴、構造、または特性を説明するために使用されうるか、あるいは複数の
特徴、構造、または特性、あるいはそれらの何らかの他の組み合わせを説明するために使
用されうる。しかし、これは単に、例示的な例に過ぎず、特許請求される主題は、この例
に限定されないことに留意されたい。
【００６７】
　[0074]実例的な特徴であると現在見なされているものが例示および説明されてきたが、
特許請求される主題から逸脱することなしに、様々な他の修正がなされえ、同等物が代用
されうることが当業者によって理解されるであろう。加えて、ここに説明されている中心
的な概念から逸脱することなしに、特許請求される主題の教示に特定の状況を適合させる
ために、多くの修正がなされうる。
【００６８】
　[0075]したがって、特許請求される主題は、開示されている特定の例に限定されないが
、そのような特許請求される主題はまた、添付された特許請求の範囲内に含まれる全ての
態様およびそれらの同等物を含みうることが意図される。

【図１】 【図２】
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